
石
川
。み
ハ
ロ日
圭
性
退
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
安
江
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
六
年

（平
８
）
人
月
～

一
二
月
、
二
　
一
九

九
七
年
四
月
～
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
増
山
　
仁

５
　
遺
跡
の
種
類
　
墓
地
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

久
昌
寺
遺
跡
は
金
沢
城
下
町
の
北
西
端
、
城
下
北
部
を
流
れ
る
浅
野
川
に
ほ

ど
近
い
場
所
に
位
置
す
る
。
久

昌
寺
は
曹
洞
宗
の
寺
院
で
、
加

賀
藩
二
代
藩
主
前
田
利
長
正
室

玉
泉
院
の
生
母
の
菩
提
所
と
し

て
、
縁
者
の
明
巌
を
開
祖
に
慶

長

一
五
年

（
三
全

○
）
に
建

洵

立
さ
れ
た
と
伝
え
る
。

金
　
調
査
地
は
久
昌
寺
の
墓
地
に

ぐ

あ
た
り
、
上
下
の
二
層
が
確
認

で
き
た
。
下
層
墓
地
で
は
主
に
円
形
木
棺
墓
と
奏
桔
墓
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

一
七
世
紀
後
半
か
ら
造
墓
が
開
始
さ
れ

一
八
世
紀
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
上
層

墓
地
は
方
形
木
棺
墓
が
中
心
と
な
り
、　
一
人
世
紀
末
か
ら

一
九
世
紀
初
頭
に
か

け
て
形
成
さ
れ
た
。
被
葬
者
は
由
緒
帳
か
ら
中

・
下
級
武
士
層
と
確
認
で
き
る
。

木
簡
は
、
第

一
次
調
査
に
お
い
て
、
円
形
木
棺
の
蓋
板
や
側
板
に
墨
書
の
あ

る
も
の
九
点
、
甕
棺
の
蓋
板
に
墨
書
の
あ
る
も
の
三
点
、
方
形
木
棺
墓
の
底
板

や
蓋
板
に
墨
書
の
あ
る
も
の
二
点
、
将
棋
の
駒
な
ど
の
副
葬
品
二
四
点
、
及
び

遺
構
外
か
ら

一
点
の
計
三
九
点
が
出
上
し
た
。
ま
た
、
第
二
次
調
査
に
お
い
て
、

五

・
六
号
方
形
木
棺
墓
わ
き
か
ら

一
点
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
Ｏ

一
か
ら

一
点
、
溝
Ｓ
Ｄ

Ｏ
四
か
ら
七
点
、
遺
構
外
か
ら

一
二
点
の
計
二

一
点
、
総
計
六
〇
点
が
出
土
し

た
。
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
主
要
な
も
の
を
紹
介
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第

一
次
調
査

四
号
円
形
木
棺
墓
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Ｏ
ω
Ｐ

Φ
ω
騨

息

μ

ω
ｂ
　
「前

」

（側
板
）
　

　

　

　

　

　

　

卜
螢
騨
卜
０
※
滅
離
い
Ｐ『
×
副
『亀

三
四
号
円
形
本
格
墓

②

　

「
南

無
阿

弥

陀
仏

」

（蓋
裏
）
　

　

　

　

　

　

麟

牌受

桐
高

五
四
号
円
形
木
槽
墓

０
　
・
「前
」
（側
板
）

。
「
後

」

（側
板
）
　

　

　

　

　

　

　

卜
萎
戯
懲
要

風
騨

駕
×
酎
枷
ヽ

五
六
号
円
形
木
棺
墓

い
〕
　
（幹
翠
確
茸
（）‐菩
讐
景
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
Ｓ
ωΦ
×
輸
］∞い

大
三
号
円
形
木
福
墓

人
一
号
円
形
木
糟
藝

０
　
。
「河
北
十
郎
兵
衛
様
　
□
田
内
助
」

。
「面甲
内
工
勁
弁
命
潮
咋
針
螢
若
一
（夕
盆
棋
）
　
」
　
　
　
　
　
　
　
滓『∞
×
⇔ヽ
Ｘ
『　
ｏｏＰ

八
五
号
円
形
木
糟
墓

①
ａ

「
　
　
　
　
　
口
奮即ミ黛

里
単
鵡
￥
Ｖ
　
卍
　
迷
故
三
界
城

鰤十琲
（他
二
酬
墨
書
毯
紙
ア
リ
）

（蓋
板
）
騨
∞侵
脚
〕
昼

ぐ
‐
５，

ｂ
　

「
前

」

（
側
板

）
　

　

　

　

　

　

　

卜
螢
蟹

８
ｘ
墨

ド

や
０
×
訃
０
喝

０
２

働ａ
「耕輔繕鈴契］附雌声静脇に」（蓋板）

七
六
号
円
形
木
棺
墓

０
　
　
「
。
高
一
翻
珈
」

う
Ｏ
ω
ヌ

Φ
Ｐ
中
項

μ
『
　

０
０
Ｐ

Ｐ
∞
ω
×

∞
〕
×

卜

　

〇
⇔
枷

①
ｂ
　
「前
」
（側
板
）

一
号
麹
棺
墓

０
　
　
「口
日
日
日
Ｈ
日
Ｈ
回
」

肝
襲
戯
３
０
ｘ
酎
蔵
ф
ф
∞
×
副
ざ
い
　
ｏ
２

ｒ
滓
、
一×

御
５
×

μ
　

Ｏ
Ｐ
牌
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一
八
号
賓
構
墓

⑩

　

「前
　
前
」
（蓋
板
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戯
『釦受
輌
褪

ｏ２

一
一
号
方
形
木
棺
墓

⑪
　
。
南
無
あ
み
だ
ぶ
×

‘
つ
う
せ
ん
い
ん
し
や
う
が
く
　
　
　
　
　
（，こ

巡
授
Ξ

Φ留

一
三
号
方
形
木
棺
墓

⑫
ａ

「
卍
」
（他
こ
モ
墨
書
多
数
ア
リ
）
（蓋
板
）
　

『ドω
番
騨Ｐｏ
こ
卜
８
騨

⑫
ｂ
　
「
令
合
掌
」
「白
仏
」
「尊
」
ナ
ド
饒
文
字
多
数
ア
ル
モ
判
読
不
能
こ

（底
板
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨０００Ｘ
Ｒ
ｏｘ
さ

０自

一
人
号
方
形
木
棺
墓

⑬

　

「如
□
□
□
是

□
於

『回
□
持
日
布
施
説
七
日
』

冒
醤
塁随
馳
世□
□』

回
□
（他
ニ
モ
墨
書
ア
リ
　
　
　
　
ロ
」
（底
板
内
面
）

。
異
筆
部
分
ハ
鏡
文
字
）
鷹
０∞Ｘ
枷『∞Ｘ
５

一
九
号
方
形
本
格
墓

⑭
　
　
「千
々
之
回

口

回

日

回口
口
」

二
九
号
方
形
木
権
墓

い
　
。
「

通
寛

永ヽ
宝
　
」

。
「キた一　　　　」

七
二
号
方
形
木
棺
墓

⑭

　

「南
無
妙
×

九
六
号
方
形
本
格
墓

口

　

「金
将
」

⑬
　
。
「銀
将
」

。
「本立
　　」

⑩
　
・
「桂
馬
」

ｏ
「人立
　　」

い
∞
ｋ

ヽ
ｏ
×

Ｐ
い
　

Ｏ
Ｐ
Ｆ

戯
百
∞
×
輸
Ｓ

　
Φ
⇔
μ

戯
ｊ
∞
×
懇
ド
ヽ
　
ｏ
φ
騨

］
『
×

囀
∞
Ｘ

Ｐ
ｒ

い
　

軍

滓

や
『
×
や
卜
Ｘ
｝
い
　
ｏ
ω
Ｆ

い
Ｏ
Ｘ
ｕ
Ｏ
・り
×
０
う
　
０
２

　

　

１５



⑭
　
。
「香
車
」

。
「△立
　　
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Юい〉〈ＰＯ×
〇
　
〇⇔ド

⑪
　
。
「歩
兵
」

。
「レ⊂　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やや〉〈牌ω〉〈泊
　
〇⇔Ｐ

遺
構
外

⑫

　

「古
屋
三
郎
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岸じ

Ｘ
こ

益

ｏ曽

棺
の
蓋
板
と
側
板
な
ど
複
数
の
部
材
に
墨
書
が
あ
る
場
合
は
、
木
製
品
と
し

て
は

一
体
と
見
な
し
て
単

一
の
木
簡
番
号
を
付
し
た
上
で
、
各
部
材
を
ａ
・
ｂ

で
区
別
し
た
。

⑪
～
⑩
は

一
七
世
紀
後
半
か
ら

一
人
世
紀
、
⑩
⑫
は

一
人
世
紀
、
⑬
～
側
は

一
人
世
紀
末
か
ら

一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
遺
物
で
あ
る
。

⑪
ａ
、
②
い
、
Ｏ
ａ
、
①
ａ
は
円
形
木
棺
の
蓋
で
、
②
い
以
外
は
蓋
の
表
側

に
文
字
が
見
ら
れ
る
。
⑪
ａ
と
Ｏ
ａ
は

「卍
」
を
中
心
と
し
て
放
射
状
に
五
字

ず
つ
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
⑪
ａ
と
同
じ
墨
書
を
も
つ
円
形
木
棺
の
蓋
板
は
、

二
六
号
円
形
木
棺
墓
か
ら
も
出
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
③
ａ
と
同
じ
墨
書
を
も

つ
甕
棺
の
蓋
が
五
号
甕
桔
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
①
ｂ
と
①
は
円
形
木
棺
側

板
で
、
胴
上
部
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。

Ｏ
⑪
⑪
⑭
は
板
状
を
呈
す
る
。
０
は
長
方
形
板
の
上
部
ニ
カ
所
の
角
を
取
り
、

下
部
は
左
右
を
緩
く
カ
ー
ブ
を
描
く
よ
う
に
削

っ
て
あ
る
。
底
部
は
尖
ら
ず
平

ら
で
、
上
部
中
央
に
穿
孔
が

一
カ
所
あ
る
。
表
裏
と
も
に
縁
取
り
の
よ
う
に
墨

が
塗
ら
れ
て
い
る
。
①
は
木
釘
が

一
カ
所
残
存
し
て
い
る
。
①
は
上
下
が
折
損

し
て
い
る
た
め
原
形
の
詳
細
は
不
明
。
同
文
が
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
断

片
が
他
に
三
点
あ
る
。
０
は
箱
の
蓋
で
、
表
裏
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。

⑩
は
甕
棺
の
蓋
。
⑫
ａ
は
方
形
木
構
の
蓋
で
、
中
央
に

「卍
」
が
確
認
で
き

る
が
、
そ
の
他
は
判
読
不
能
で
あ
る
。
⑫
ｂ
と
⑬
は
方
形
木
棺
の
底
板
。
⑫
ｂ

は
多
数
の
鏡
文
字
が
様
々
な
方
向
に
書
か
れ
て
お
り
、　
一
部
重
な
る
も
の
も
あ

る
。
判
読
不
能
。
⑬
は
多
数
の
鏡
文
字
が
見
え
、　
一
部
重
な
る
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
紙
を
貼
り
付
け
た
跡
が
三
カ
所
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
鏡
文
字
が
残
る
が
、

判
読
不
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
鏡
文
字
で
残
る
墨
書
は
、
副
葬
さ
れ
た
紙
ま

た
は
布
に
書
か
れ
て
い
た
文
字
が
転
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑮
は
寛
永
通
宝
の
木
製
模
造
品
で
あ
る
。
同
様
の
も
の
が
全
部
で
五
点
出
土

し
た
。　
一
〇
～

一
三
面
の
多
角
形
に
成
形
し
円
形
を
作
り
出
し
て
い
る
。
中
央

の
方
孔
を
墨
書
で
表
現
す
る
が
、
中
央
に
穿
孔
を
も
つ
も
の
も
あ
る
。
ω
は
独

楽
で
、
裏
側
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
口
～
ω
は
将
模
の
駒
で
あ
る
。
金
将

と
歩
兵
各
四
点
、
銀
将
三
点
、
桂
馬
と
香
車
各

一
点
、
計

一
三
点
が
副
葬
さ
れ

て
い
た
が
、　
一
点
ず
つ
の
紹
介
に
と
ど
め
る
。
文
字
は
い
ず
れ
も
黒
漆
で
書
か

れ
て
い
る
。
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一
一　
第
二
次
調
査

五
・
六
号
方
形
木
権
墓
わ
き

一い

　

長
瀬
氏
武
」

土
坑
Ｓ
Ｋ
〇
一

②

　

浜
納

×

仁
随
×

湾
Ｓ
Ｄ
〇
四

０
　
。
「
ｏ
小
　
ぬ
し

。
「
ｏ
小
　
ぬ
し

【浜

‐力〕

ω

　

回
納
豆

□
□
　
」

遺
構
外

働

　

「村
九
回
回
」

源
右
衛
門
」

源
右
衛
門
」

（
中
∞
や
）
×
ヽ
Ｐ
×

（
や
や
）

彙
～

（印
含
∞
崇
）
×
輸
ド
ｂ
　
ｏ
⇔
ド

ド
囀
Ｐ
×

ф
『
×

ω
　

Ｏ
ド
μ

蔵
ｒ

ド
甲
×

輸
ド

　

ｏ
ｏ
学

名
寅眈酬樹
施和征
門　
」

。
「上
戸
真
□

剛
剛
剛
市
郎
左
衛
門
」

と
戸
目
印
）
佐
賀
野
屋
八
郎
兵
衛
様
徊

拾
壱
番
　
　
　
　
　
」

。
「卯
匡
　
□
早

八
剛
剛
　
　
　
　
　
　
　
」

ω
υ
×

い
０
×

０
　

０
］
ド

。
　
．
「寛
政
七
歳
訓
湘
以
月

。
「　　エハ

吉
祥

善超
雲
寺
」

「生
姜
漬
」

Ｐ
⇔
『
×

卜
Φ
Ｘ

卜
　

⇔
ド
Ｐ

や
ド
∞
Ｘ
一（
卜
ヽ
）
×
ド
Ｏ
　
ｏ
∞
騨

（
扇

じ

×

金

じ

×
∞
　
ｏ
Ｏ
い

（
］
り
Φ
）
×

（
∞
『
）
Ｘ
⇔
　
０
∞
Ｐ

戯
習
∞
］
Ｘ
�
ド

　
ｏ
φ
解

戯
督
ｏ
６
×
綸
叫
卜
　
ｏ
Φ
ド

llll l101  (9)
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（サ
）
４

今
フ
　
ビ
　
ア
）
（キ
リ
ー
ク
）

×

ミ

ぼ

ミ

　

傘

（サ
ク
）

４

菅

徹

蕉

翼
　
こ

Ｎ
　
翼
　
虫

モ

せ

雪
　
ぐ
　
ギ

ｑ

　

負

Ｒ

　

ミ

　

く

４鷲

乃
至

ミ
為
素
月
秋
円
大
姉

□

護
持
施

法
界
平
等
抜
済
主
敬
白

石 □ □

こ

　

Ч
　
・３

も

４

ミ

領

（オ
ン
　
　
ボ
ク
　
　
ケ
ン
）

「

□

□

も

�

負

①
は
年
代
不
明
。
②
～
⑫
は

一
九
世
紀
の
も
の
で
あ
る
。

①
は
棒
状
木
製
品
で
あ
る
。
上
下
と
も
折
損
し
て
い
る
た
め
原
形
不
明
。
②

⑭
⑩
⑪
は
曲
物
の
蓋
で
あ
る
。
①
働
は
木
札
で
、
③
は
穿
孔
が

一
カ
所
あ
る
。

０
～
⑤
は
板
状
を
呈
す
る
。
①
は
穿
孔
が
四
カ
所
あ
る
。
⑫
は
卒
塔
婆
で
、
上

部
左
右
か
ら
三
対
の
切
り
込
み
が
入
る
。
表
面
は
欠
損
す
る
上
部
か
ら

「
ケ
ン

ウ
ン
　
ラ
　
ビ
　
ア
」
と
続
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
い
で
、
弥
陀
三

尊
の
種
子
が
あ
り
、
そ
の
下
に
左
か
ら
右
に
横
書
き
で
、
光
明
真
言

（オ
ン

ア
　
モ
　
ギ
ャ
　
ベ
イ
／
ロ
　
トン
ャ
　
ナ
　
マ
／
カ
　
ボ
　
ダ
　
ラ
　
ニ
／
ハ
ン
　
ド

マ
　
ジ
ン
バ
　
ラ
／
ハ
ラ
　
バ
　
リ
タ
　
ヤ
　
ウ
ン
）
を
五
段
に
記
し
、
さ
ら
に
詳

細
不
詳
の
真
言

（オ
ン
　
バ
　
不
明
　
不
明
／
ビ
　
不
明
　
ソ
　
ワ
　
カ
）
が
続
い

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
裏
面
の

「オ
ン
　
ボ
ク
　
ケ
ン
」
は
浄
土
変
真
言
で
あ

る
が
、
そ
の
上
部
は
釈
読
で
き
な
い
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
金
沢
市
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
の

（
∞
］
ｍ
）
×
『
∞
×

Ｐ
伽
　
ｏ
ｏ
牌

屋
敷
道
明

・
宇
佐
美
孝

・
袖
吉
正
樹
各
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
ま
た
、
二
⑫
の

卒
塔
婆
の
梵
字
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
千
手
寺
の
木
下
密
逼
氏
の
ご
教
示
を
得

た
。

９
　
関
係
文
献

金
沢
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『久
昌
寺
遺
跡
』
（金
沢
市
文
化
財
紀
要
二
〇

七
、
一
５

０
五
年
）

（新
出
敬
子
）


